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いよいよ現場実習！！
気持ちと身体、物品と行動、しっかりと準備しよう！

来週からいよいよ現場実習期間になります。先日、お知らせいたしましたが、保護者の皆様からは、

実習期間中の昼食や物品の準備、本人への励ましなど、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

毎回の職場実習ですが、地域の事業所の皆様が「川西分校の子どもたちのために！」という思いか

ら、ご協力いただいています。生徒も保護者も感謝の気持ちをもって取り組んでもらいたいと思いま

す。地域で学ぶ機会を大切にし、「川西分校の生徒や保護者が地域の中で一生懸命にがんばってい

る」そんな姿や思いを地域に伝え、地域の皆様の思いに応えていきましょう。

「思い」と「思い」をつなげ、地域との「絆」を作っていくような取組ができたら、未来の地域社会が変

わっていくと思います。

実習に向けて、取り組むべき準備があります。実習の覚書や実習日誌、事前に配付したプリントな

ど確認し、より良い実習になるようにご準備下さい。不明な点は学校までお問い合わせ下さい。

現場実習に向けて、“激励会”を実施しました。
来週からの現場実習に向けて、生徒への“激励会”を開催しました。今回はハローワーク十日町の

村山様を講師に迎え、「社会人として、働く上で大切なこと」をテーマにお話しいただきました。
また、実習に向けての目標発表を同系職種のグループに分かれ行い、互いの実習に向けての目標

や課題を伝えあいました。実習後の報告会でも同じグループで話し合う予定です。

講話では主に次の内容をお話しいただきました

◇働くために大切なこと◇
①生活を整える＜基本的なスキル＞
挨拶、生活リズム、身だしなみと清潔感 ・・・ 自分が満足するだけではなく、

周囲の方に認めてもらえるようにしましょう。
②コミュニケーション＜心掛ける事＞
報告・連絡・相談、自分の気持ちを相手に伝える ・・・ 現場で良い人間関係を作るために、

コミュニケーションは重要です｡
③ルールとマナー＜覚えておく事＞
ルール（決まり事等）、マナー（礼儀作法等）を守る ･･･ 社会人として守らなければいけない｡

周囲の人を嫌な気持ちにさせない｡

また､講話の中で“日常生活”と

“毎日の積み上げ”が大切なことも

お話しいただきました。

生徒が資料を持ち帰りますので、

保護者の皆様もぜひご一読いただ

き、卒業後の社会生活へ向けた今

後の取組の参考にしてください。

- 2 -

新潟県立小出特別支援学校

PTA進路研修について
PTA進路研修に参加を申し込みいただいた皆様、ありがとうございます。
既にご案内していますが、下記の日程で行います。よろしくお願いいたします。

<日 時>11月20日（月） ９：００学校集合 １５：００学校帰着予定
<見学先> 市内３事業所
＜予 定＞①株式会社きものブレイン ９：３０～１０：４５

②ワークセンターあんしん（就労継続支援Ｂ型事業所）
１１：００～１１：50

＜昼食＞あんしん交流館（宿泊施設）１２：００～１２：５５
※昼食代 1食450円

③ワークセンターなごみ（就労移行支援事業所･就労継続支援Ｂ型）
13：30～14：30

※当日は学校から乗り合わせて移動する予定です。
※昼食時に、昼食代（450円）を集めさせていただきます。ご準備下さい。

次 回 の 進 路 教 室
期 日 内 容

２月２２日 ・卒業生のトラブル
(木） ～卒業生の失敗事例から今取り組むこと～

<時間> １３：３０～１５：００
※日時が近付きましたら再度ご案内いたします。

不明な点があれば、いつでもお問い合わせください。

新潟県立小出特別支援学校川西分校

TEL ０２５－７６８－３３２５

FAX ０２５－７６８－３３７１

担当;進路指導部 細井哲明 斎木秀夫

佐藤正高 黒木里佳


